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     雲雀っ子  
  地域の一員として   

校長 奥村 美樹恵    

夏休みも終わり、今日から子供たちが元気に登校してきました。友達と楽しそうに話しをする姿や、担任に「夏休

みにこんなことがあったよ」と話をする姿から、充実した夏休みを過ごしていたのではないかと思いました。 

今年の夏休みは、コロナウイルス感染症に関わる大きな制限はなく、各ご家庭で実態に応じた対策をして、過ご

されたことと思います。 

  8月２０日土曜日には、雄飛ヶ丘の川崎山薬師寺にて「夏祭り」が行

われました。事前に雄飛地区まちづくり委員の河尻様から「コロナ前は

薬師寺内に櫓を組んで盆踊りをしたり、出店が並んだり盛大にお祭り

をしていたが、今年は感染対策を優先し、静かな夏祭りを行う。そこで、

当日境内に６年生の子供たちの作品を展示したい」というご依頼があ

りました。「将来の夢」をテーマに５名の子供たちが作品づくりに取り組

み、当日境内に並んでいました。子供たちの作品には、優しい笑顔の顔

が描かれていたり、温かな色で大きく堂々と描かれていたり、作品作り

に取り組む一人一人の思いが表れていました。 

  また、会場では地域の方々と一緒に、本校の子供たちが花火を楽し

んだり、お話をしたりして過ごしている姿も見かけました。 地域の方々と

一緒に祭りを楽しみ、味わい、地域の一人として参加している姿を見

て、大変嬉しく思いました。 

  子供たちが社会に出て働く時には、世の中が大きく変わっているか

もしれません。予測が困難な時代となっているとも言われます。だからこそ一人一人が持続可能な社会の担い手と

して、社会や世の中の現状を自分と関わらせながら「自分事」として捉え、問題意識をもって解決に向けて粘り強く

取り組んでいってほしいと思っています。そのためには、沢山の人と関わりながら考えを深めたり、新しい発見を増

やしたりしていくことはとっても大切なことです。  

  夏休みにきっと子供たちは、家族のために、地域のために自分にできることを見つけ、チャレンジしたことと思い

ます。そして、沢山ご家族や地域の方から価値付けていただいたことと思います。 

  これからの学校生活においても、沢山の仲間やいろんな人との関わりを通して、自分を磨き、仲間のため、学校

のために活躍できる那加二っ子に育ってほしいと願っています。 

 〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 
ＰＰＴＡ親子奉仕作業ありがとうございました 

8月20日のＰＴＡ親子奉仕作業には早朝  

にも関わらず、約５００名の方にご参加をい  

ただき、誠にありがとうございました。きれい  

になった環境で今日から気持ちよく教育活  

動をスタートすることができました。本当にあ 

りがとうございました。コロナ禍ではありますが、皆様が感染対策をしながら取り

組んでくださった様子が、ＣＣネットで放映されます。よろしければご覧ください。 

物価高騰に伴う学校給食食材費の高騰分を市が支援します 

各務原市では、保護者の皆様の負担を増やすこと

なく、現在の給食の水準を維持するため、今年度9

月分の学校給食から、高騰する食材費を考慮した１

食単価で給食を提供することとし、その増額分を市

が支援（国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用）することとなりましたことを、お知らせいた

します。これにより、今年度、保護者の皆様にお支払いいただく学校給食費は、今までと同額とさせていただ

きます。 

区分 現在の 

１食単価 

物価高騰を考慮

した１食単価 

差額 

（市負担） 

小学校 266円 290円 24円 

学校の教育目標 

ねばり強くやりぬく子 

回 覧 

▲5名の児童の作品


